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論文内容要旨
咬合接触の正常
学にとって重要
に臨床に応臆す
必要がある。一
運動の影響や感
庫概究では,正常
位(肱ysioiogic
理的偏心瞳合位
触面積を計漏し
 の実験を行った。
被験者は,顎β腔
常者io名である。
PCPは頭位がア
斜させた状態で
 いて定量的に分析し,以下の結果を得た。
i、「ARaBiter」
2.亙CP,PCPでは
 上分布が認められた。
3.亙CPでは,頭位の変化に伴う咬合接触面積の変化
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 4.PEPではPCPと比較して頭位の傾斜側と同側の歯の咬合接触面積が増加し,頭位の傾斜側と反対側の歯
 の咬合接触面積が減少するという咬合接触面積の規則的な変化が認められた。
 正常考の中心咬合位,生理的咬合位における咬合接触を定量的に明らかにした本研究の結果から,正常老に
 おいて咬合接触面積は一定の歯列上分布を示すこと,また,PEPでは頭位の変化に伴う規則的な咬合接触面
 積の変化が起こることが萌らかとなった。これらの結果は,咬合接触の正常音像の一つの特徴であると考えら
 れた。
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 灘定科学の進歩と共に歯科医学,歯科医療は進歩発展を遂げてきたが,咬合に関する測定科学は極めて貧園
 であった。正常咬合に関する過去の報告も,石原(1%8),K6rber(1975)らの報告にも見ら紅るごとく,理
 念的,観念的なものが多く,瀾定科学の籔躊からほど遠いものであった。ここに,臨床の現場に導入可能な咬
 合の測定技術を鋪発し,咬合診断咬合治療の基準となる咬合の正常音像を定量的に示すことが緊急の課題で
 あった。とりわげ,咬合接触面積に関する測定技術は未発達であり,臨床の現場に導入可能な技術も咬合撞触
 面積に関する正常音像も示されていなかった。
 咬合接触の正常音像に関する本蕨究は,臨床応矯可能な咬合接触面積測定機器「AnaBlter」を胴いて成人
 健常者io名の咬合接触を測定し,正常者に共通して認められる特徴を閥らかにしている。このヂARaBiter」
 を用いる手法は,臨床の現場に直に導入可能であり,客観的かつ簡便な咬合接触の定量的評緬が行える極めて
 優れた方法である。一方,咬合接触は下顎位により容易に変化するため,咬合接触を評価する際には被験者の
 随意的運動の影響や感覚情報による影響を排除し,再現性の高い下顎位で咬合接触を記録する必要がある。本
 研究では,このことに十分配慮して,神経・筋機能の調和のとれた生理的中心咬合位(P坤siolog圭cCe穀tric
 Pos振on:以下PCP)ならびに頭位傾斜とバイオフィードバックにより得られた生理的偏心咬合位(P醇s呈。-
 log量cEcceηtr量cPositlon:以下PEP)の講者での咬合接触の記録がなされている点が新規性に富んでいる。
 その結果,①咬頭嵌合位(亙ntercuspalPos量tion:亙CP),PCPでは前歯,小臼歯,大臼歯の咬合接触面積の比
 率がおよそi:4:i2であり,咬合接触面積が前方歯から後方歯にかけて増加するという,咬合接触面積の規
 則的な歯列上分布が認められること,②亙CPでは,頭位の変化に伴う咬合接触面積の変化が認められないこ
 と,③PEPでは,PCPと比較して頭位の傾斜側と同側の歯の咬合接触面積が増加し,頭位の傾斜側と反対側
 の歯の咬合接触面積が減少するという咬合接触面積の規則的な変化が認められることを萌らかにしている。
 本研究により得られたこれらの結果は,咬合接触の正常音像として普遍性を有しており,咬合評価や治療要
 否の判定基準,咬合治療の目標として大きな臨床的,基礎的意義を有している。よって,本孫究により示され
 た咬合接触の濁定方法,測定結果は歯科医学,医療の進歩発展に寄与すること多大であり,本論文は,博士(歯
 学)の学位授与に値するものと判断する。
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